




























































⑴　F. R. Leavis, The Great Tradition: George Eliot, Henry James, Joseph Conrad (London, 1948). 邦訳は、長岩寛・田中純蔵訳『偉
大な伝統：イギリス小説論』英潮社、1972年。R・アシュトンはこの書を「ジョージ・エリオットへの高い評価を再確立した」






























決めた」とする彼女の言葉を伝えている（Cross, i, p. 431）。エリオットの名の由来はこれまで誰も明確に指摘していないよう
であるが、シャーロット・ブロンテの『ジェイン・エア』（1847年）のヒロイン、ジェイン・エア（Jane Eyre）が作中で用い











⑷　Ashton, op.cit., p. 95. 引用中のトロロープは、19世紀英国の人気作家の 1人で、ルイス夫妻とも親しかったアンソニー・ト
ロロープ（1815-1882年）のことか。彼の兄トーマス・アドルフス・トロロープ（1810-1892年）も作家であったが、その住
まいは長くフィレンツェにあった。
⑸　D. F. Strauss, Das Leben Jesu, kritisch bearbeitet, 2 vols. (Tübingen, 1835). 邦訳は、D・F・シュトラウス（岩波哲男訳）『イエ
スの生涯』全 2巻、教文館、1996年。
⑹　D. F. Strauss, The Life of Jesus: Critically Examined, 3 vols. (tr. Mary Ann Evans; London, 1846).
⑺　L. Feuerbach, The Essence of Christianity, tr. Marian Evans (London, 1854). 原著は L. Feuerbach, Das Wesen des Christentums 
(Leipzig, 1841)。





⑼　年代については、Hands, pp. 42 and 47を参照。
⑽　今日ジョージ・エリオットによる『エチカ』英訳は 2つの版で読むことができる。Benedict de Spinoza, Ethics, tr. George 



































































大なイギリス人小説家（the great English novel-
ists）」の 1人に挙げているヘンリー・ジェイムズ














⑿　評論家およびジャーナリストとしての彼女の活動については、F. Dilanne, Before George Eliot: Marian Evans and the Periodi-
cal Press (Cambridge, 2013)に詳しい。
⒀　エリオット文学への福音主義の影響については、工藤昭雄訳の『ロモラ』（ジョージ・エリオット著作集 3、文泉堂出版、
1994年）への海老根宏の解説（527-534頁）に詳しい。ORC, pp. 102-104も参照。
⒁　J. W. Cross ed., George Eliot’s Life as Related in Her Letters and Journals, 3 vols. (Edinburgh / London, 1885). イギリスではブ
ラックウッド社から出版されたが、アメリカではニューヨークのメリル＆ベイカー社から出版された。ともにジョージ・エリ
オットのキャビネット版全集の一部をなすものであったが、組版は異なっている。
⒂　E. Gaskell, The Life of Charlotte Brontë (London, 1857). この書には少なくとも 3種の邦訳がある。











































































⒅　CA, i, no. 79: “Letter to his Father, 10 May 1869”, p. 515.
⒆　Vincent van Gogh, The Letters, no. 030 (6 March 1875). 文面からは、彼が『アダム・ビード』の奔放なヒロイン、ヘティ・ソ
レルに強い印象を受けたことがわかる。
⒇　Ibid., no. 332 (21 March 1883).












































































㉖　George Eliot, Romola, ed. A. Brown (Oxford, 1993).
㉗　R. Bodenheimer, The Real Life of Mary Ann Evans: George Eliot, Her Letters and Fiction (Ithaca, 1994).
㉘　A. Thompson, George Eliot and Italy: Literary, Cultural, and Political Influences from Dante to the Risorgimento (New York, 
1998).
㉙　M. Harris and J. Johnston eds., The Journals of George Eliot (Cambridge, 1998).








































































㉟　Leavis, op.cit., p. 50.
㊱　Ibid., p. 33: “Romola is the product of an exhausting and misguided labour of excogitation and historical reconstruction”.
㊲　Ibid., p. 47: “And Romola, her attempt to achieve the necessary inventiveness, might well have justified the conviction that her cre-
ative life was over”.
㊳　Ibid., p. 61: “…The necessary part of great intellectual powers in such a success as Middlemarch is obvious…that is, it is knowl-




























































































㊵　P. Villari, La storia di Girolamo Savonarola e de’ suoi tempi, con l’aiuto di nuovi documenti, 2 vols. (Florence, 1859-1861).



































































































































































㊺　CA, i, no. 92, p. 650.
㊻　『ロモラ』を含むジョージ・エリオット作品の版や印刷部数、著者の印税収入については、Romola, p. xliv; Hands, pp. 170-




㊼　CA, i, no. 24, pp. 187-193.





















































































































































　Jules Michelet, Renaissance (Histoire de France, t. 7; Paris, 1855).
　CA, i, no. 25, pp. 194-198.
　『ジョージ・エリオット：批判的遺産』の編者である D・キャロルは「この評はおそらくジョン・モーリーによる」と当該












1996年である。原書Michelet et la Renaissanceは 1992年の刊行であるが、フェーヴル（1878-1956年）がコレージュ・ド・













































































　J. Michelet, Réforme (Histoire de France, t. 8; Paris, 1855).
　Newlin, op.cit, p. 157.
　Journals, p. 71.
　Journalsの索引はこれを J. G. Lockhart, Memoirs of the Life of Sir Walter Scott, Bart., 7 vols. (Edinburgh / London, 1837-1838)
としているが、その短縮版である J. G. Lockhart, Life of Sir Walter Scott, Bart., 2 vols. (Edinburgh, 1853)のことかもしれない。
















































































　『ロモラ』のイタリア的文脈を探った研究として、T. Winnifrith, “Renaissance and Risorgimento in Romola”, in: J. Rignall ed., 




























faction with Romola herself）」、「彼女があなたをほ















































　L, iv, p. 96. ヘイトによれば、8月 8日付のエリオットのハットン宛て書簡は彼女の 2通目で、8月 6日付のハットンのエリ
オット宛ての書簡への返答である。8月 8日付のエリオットの書簡へのハットンの返答が 8月 10日付であることから、やり




　Journals, p. 118. 日記のこの記述はクロスの『エリオット伝』にも引用されているが、クロスはモーリスの当の手紙を見つ





















































　L, ii, p. 125; Journals, p. 99.
　Baker, op.cit., p. 46; R. Ashton, G. H. Lewes, p. 217.
　ヘイト編の書簡集ほかの文献には、1863年 7月のモーリスの書簡をめぐる状況をより詳しく把握するための情報が含まれ














































































































































































　F. D. Maurice, Modern Philosophy, or a Treatise of Moral and Metaphysical Philosophy from the Fourteenth Century to the 
French Revolution, with a Glimpse into the Nineteenth Century (London, 1862).












































































子の事実上の義母にしていることである。エピローグではサヴォナローラの処刑から 10年が過ぎる日（1509年 5月 22日）の、
ロモラの新たな家族との情景が描写される。ロモラは、テッサと彼女の 2人の子（つまりテッサとティートの子）と、亡き母
の姉妹であるモンナ・ブリージダとともに暮らしていた。彼らの生活におけるロモラの母的な地位は、テッサの息子リッロが
ロモラに発する「マンマ・ロモラ（Mamma Romola）」により明示される。アグネスの家族関係については、Ashton, G. H. 































































の温かい配慮を失ったことを悔いていました」（Ashton, G. H. Lewes, p. 179）。
　ウィリム夫人は 1870年 12月 10日に亡くなり、享年は 83歳だったとされる。1860年 12月の時点では 73歳ということに
なり、「老婦人（the old lady）」という語句と符合する。一方、ルイスとメアリアンのロンドンでの事実婚の生活が始まったの






































































必要となろう。したがって、エリオットの日記の 1863年 5月 16日の記述についても、『ロモラ』執筆時の彼女の心理状態と
の関連が興味深いと述べるにとどめたい。「16日。第 13部を終えた。大いに興奮しつつティートを殺した！──ノース・バ











































































































































































　彼らがプライオリー（リージェント・パーク、ノースバンク 21番地）の居住権を購入したのは 1863年 8月 21日、19日に






























































































































































を彼女は書き上げた）。なおスペンサーは終生独身であった。Cf. ORC, pp. 395-398.








































































































































































　Cross, ii, p. 277.
　ドーキングはロンドン中心から南西約 30キロの地にある町で、エリオットは 1863年 2月下旬から 5月上旬まで、3度この
地に滞在して『ロモラ』終盤の執筆を進めた。ロンドンの自宅においても、保養地のドーキングにおいても、彼女の体調がと
くにすぐれなかったことが日記からわかる。この時期に彼女が書いていたのは連載第 11部から第 13部である。3度目のドー
キング滞在を切り上げ自宅に戻って 10日後の 5月 16日、ティートとバルダッサーレの死の場面（第 67章）を書き上げ、第






















































































Cf. ORC, pp. 73-74.

































































































































































































































































　ルイスの言う「ペランスの『サヴォナローラ伝』（Perrens’s Vie de Savonarola）」は、F. T. Perrens, Jérome Savonarole, sa vie, 
ses prédications, ses écrits, 2 vols. (Paris, 1854)のこと。「サヴォナローラの詩集（Savonarola’s poems）」は、Poesie di Ieronimo 
Savonarola, ed. Audin de Rian (Florence, 1847)と思われる。Cf. L, iii, pp. 295-296; Romola, p. 679.




























Browning : Robert Browning, Men and Women, 2 vols. (Lon-
don, 1855).
CA : S. Hutchinson ed., George Eliot: Critical Assessments, 4 
vols. (Mountfield, 1996).
Cross : J. W. Cross ed., George Eliot’s Life as Related in Her 
Letters and Journals, 3 vols. (Edinburgh / London, 1885).
Dussler : L. Dussler, Raphael: A Critical Catalogue of His 
Paintings, Wall-Paintings and Tapestries, tr. S. Cruft (Lon-
don / New York, 1971).
FPF : Florence: The Paintings and Frescoes: 1250-1743 (New 
York, 2015).
Gli Uffizi : Gli Uffizi: Catalogo generale, 2nd ed. (Florence, 
1980).
Haight : G. S. Haight, George Eliot: A Biography (New York / 
Oxford, 1968).
Hands : T. Hands, A George Eliot Chronology (Boston, 1989).
Journals : M. Harris and J. Johnston eds., The Journals of 
George Eliot (Cambridge, 1998).
L : G. S. Haight ed., The George Eliot Letters, 9 vols. (New 
Haven, 1954-1978).
Meyer : J. Meyer zur Capellen, Raphael: A Critical Catalogue 
of His Paintings, vols. 1-3 (Landshut, 2001-2008).
Notebook : George Eliot, A Writer’s Notebook, 1854-1879 and 
Uncollected Writings, ed. J. Wiesenfarth (Charlottesville, 
1981).
ORC : J. Rignall ed., Oxford Reader’s Companion to George 
Eliot (Oxford / New York, 2000).
Pedrocco : F. Pedrocco, Titian: The Complete Paintings (Lon-
don, 2001).
Romola : George Eliot, Romola, ed. A. Brown (Oxford, 1993).
Wethey II : H. E Wethey, The Paintings of Titian, vol. 2: The 

































ガリの店舗になっている。Cf. F. Bugliani, “Romola in England and Italy (1868-1924),” in: E. Shaffer and C. Brown eds., The 























ことになります」（L, v, p. 174）。ボナパルトはローマおよびロムルスの名が、ヴィクトリア朝期のイギリス人にローマの聖俗
双方の遺産を強く想起させたとして、エリオットがロムルスの名にちなんでロモラを選んだとしている。F. Bonaparte, The 







book, p. 67）。この記述はエリオットのオリジナルではなく、彼女が 1861年 8月頃に集中的に参照した書、Mrs. Jameson, 





































コジモとコンテッシナの結婚については、N. R. Tomas, The Medici Women: Gender and Power in Renaissance Florence (Alder-
shot, 2013), pp. 16-17を参照。
⑸　1860年 5月 18日。





















思われる。なおエリオットはフィレンツェ到着の翌日に当たる 1860年 5月 18日付の出版業者ジョン・ブラックウッド宛ての
書簡で、カヴール伯の業績よりもジョットとブルネレスキの業績のほうに関心があると述べている（L, iii, p. 294）。「イタリア
回想」におけるジョットの鐘楼への高い評価は、エリオット自身、それをジョットの天才が遺憾なく発揮された建築物とみな
していたことを物語る。作家のチャールズ・ディケンズは 1846年に刊行した旅行記『イタリアのおもかげ』（Pictures from 
Italy）において、それを「イタリア・ゴシックの美しい塔であるカンパニーレ」（the beautiful Italian Gothic Tower Campa-
nile）としか言及していないが、フィレンツェ在住の詩人ロバート・ブラウニングは 1855年に発表した詩「フィレンツェの昔


























































































































































































ziana, Plut. 39.1）。ルネサンスの人文学者で、ウェルギリウスの著名な注釈者ポンポニウス・ラエトゥスが 1470年ごろに北イ
タリアのボッビオの修道院との接触を通じて入手したもの。今は 5世紀に作成された写本と考えられている。ラエトゥスは
ローマで長く活動したが、その死後、蔵書の一部はメディチ家の所有するところとなったのであろう。Cf. S. Casali and F. 
Stok, “Post-Classical Commentary,” in: F. M. Góráin and Ch. Martindale eds., The Cambridge Companion to Virgil, 2nd ed. (Cam-
bridge, 2019), p. 100.






に国宝として保管されていたが、1782年 9月 14日にラウレンツィアーナ図書館の蔵書に加えられた。Cf. Ch. M. Radding and 














































㉝　エリオットが「great council chamber」と呼んでいるこの部屋は、ヴェッキオ宮 2階の 500人広間（Salone dei Cinquecento）




















































































































































































家として最高の存在と自負するオルカーニャに対する、タッデオの皮肉ないし牽制と解するべきであろう。Cf. M. Meiss, 




















































































































































































































クションかもしれない。エリオットの創作用ノートには Ch. W. King, Antique Gems: Their Origin, Uses, and Value as Interpret-











































　ラファエロ（1483-1520年）の『ヒワの聖母』（Madonna del Cardellino）。107×77cm、油彩板、ウフィッツィ蔵。Gli Uffizi, 







　これは現在パラティーナが所蔵する名品の一つ、ラファエロの『ヴェールの女』（La Velata / Donna Velata）であろう。85×
64cm、油彩カンヴァス。Dussler, pp. 32-33; FPF, p. 363. ラファエロの晩年、1515年前後に制作された肖像画で、1619年にコ
ジモ 2世がフィレンツェのボッティ家より購入し、メディチ家の所有物となった。スタンダールは『イタリア絵画史』第 13















































Bodenheimer, The Real Life of Mary Ann Evans, pp. 130-138; ORC, “Liggins, Joseph,” pp. 228-232を参照。
　ここでエリオットが「注目すべき絵画」（remarkable pictures）と言及するリドルフォ・デル・ギルランダイオ（1483-1561年）




















公子ジョヴァンニは、同じ画家の代表作『公妃エレオノーラと息子の肖像』でも描かれている。Gli Uffizi, P300. コジモ 1世の
宮廷での画家たちの役割については、G. Langdon, Medici Women: Portraits of Power, Love and Betrayal from the Court of Duke 
Cosimo I (Toronto, 2006)に詳しい。
　ロレンツォ・ディ・クレディ（1459頃-1537年）の『聖マグダラのマリアの前に現れる救い主』（ノリ・メ・タンゲレ）の











































ドーニの名にちなみ、『トンド・ドーニ』とも呼ばれる。直径 120センチ、テンペラ板、ウフィッツィ蔵。Gli Uffizi, P1066; 






ヴァ公フェルディナンド・ゴンザーガが 1617年にコジモ 2世・デ・メディチに贈った絵画。コジモ 2世はこれをウフィッツィ
の特別室に飾った。Gli Uffizi, P453; FPF, p. 416.
　ラファエロの『小椅子の聖母』（Madonna della Sedia / Seggiola）。直径約 72センチのトンド、油彩ポプラ板、パラティーナ蔵。












『アッスンタ・パッセリーニ』（379×222cm; FPF, p. 400）と『アッスンタ・パンチャチキ』（362×209cm; FPF, p. 401）である。
101　アンドレーア・デル・サルトの『聖家族』。『メディチの聖家族』（Sacra Famiglia Medici）とも呼ばれる。140×104cm、油
彩板、パラティーナ蔵。FPF, p. 406.

































































FPF, p. 583. ローザはナポリ出身の画家で、風景画および海景画の名手として知られた。1639年から 1646年までフィレンツェ
に滞在し、宮廷画家として大公家に仕え、数々の作品を手掛けている。
114　ティツィアーノの『ピエトロ・アレティーノの肖像』。96×76cm、油彩カンヴァス、パラティーナ蔵。Pedrocco, no. 136; 





Wethey II, X-114; FPF, p. 381. フェルディナンド・デ・メディチが獲得したこの絵画はメディチ家の目録ではフランドル出身
の著名な解剖学者アンドレアス・ヴェサリウス（1514-1564年）の肖像と記述されているが、ウェゼイはこれをティツィアー
ノよりもバッサーノの画風に近い、16世紀ヴェネツィア派によるモデル不肖の肖像としている。



























ツィ蔵。Gli Uffizi, P854; FPF, pp. 316-317. この作はフィレンツェ近郊のモンテ・オリヴェート・マッジョーレの修道院の聖具
室で保管されていたが、1867年にレオナルドの作としてウフィッツィに移された。1860年時点ですでにレオナルドの受胎告
知としてパラティーナで展示されていたのかもしれない。
119　ティツィアーノと工房による『フェリペ 2世の肖像』。185×103cm、油彩カンヴァス、パラティーナ蔵。Wethey II, no. 80; 
FPF, p. 399. 巨大な石柱の手前に立つ、正装のフェリペ 2世の全身像。ティツィアーノとスペイン王子フェリペ 2世（1527-1598
年）は 1548年 12月から翌年 1月にかけてミラノで対面しているが、その際にティツィアーノはフェリペの肖像画の制作に着
手し、ヴェネツィアに戻ってからも作業を続けた。ティツィアーノはフェリペ 2世の再度の依頼により、1550年 11月から翌
年 5月までアウグスブルクの宮殿に滞在し、カール 5世一家の肖像画の制作を続けた。フェリペの肖像画としては、甲冑姿
（193×111cm、油彩カンヴァス、プラド蔵；Wethey II, no. 78; Pedrocco, no. 171）と正装の 2種が知られており、前者は 1550
年頃に、後者はティツィアーノ本人と助手の共作として 1554年頃に制作されたと推測されている。
120　クリストファーノ・アッローリ（1577-1621年）の『ホロフェルネスの首を持つユーディット』。139×116cm、油彩カンヴァ
ス、パラティーナ蔵。FPF, p. 551. エリオットはブロンジーノの作としているが、16世紀のフィレンツェで活動した画家アレッ
サンドロ・アッローリ（1535-1607年）の息子、クリストファーノの晩年の作とするのが現在の定説である。父アレッサンド
ロはブロンジーノを師と仰ぎ、自らの名にブロンジーノの名も加えていた。ロンドンのバッキンガム宮殿所蔵の同主題の作





1634年頃の『若者としての自画像』（62×54cm; Gli Uffizi, A741; FPF, pp. 656-657）と、晩年の 1664年頃の『老人としての
自画像』（74×55cm; Gli Uffizi, A742; FPF, p. 658）である。前者は 1818年に大公フェルディナンド 3世がフィレンツェの貴
族ゲッリーニ家から得たもので、パラティーナに飾られ、1922年にウフィッツィに移された。後者は公子コジモ 3世・デ・








































の 5体の未完の大理石像が特別室手前のガッレリアに運ばれ、展示された。ルイスの日記から、夫妻は 1860年 5月 22日にサ
ン・ジョヴァンニ洗礼堂に次いで、アカデミアを訪問し、「きわめて興味深い、初期トスカーナの画家たちのコレクション」
















オットがその緻密な表現と華やかな色彩に感銘を受けたことがわかる。Gli Uffizi, P683; FPF, pp. 160-161.
127　ここでエリオットがギルランダイオの名作（a fine Domenico Ghirlandajo）と評するのは、今日、サンタ・トリニタ教会の
サセッティ礼拝堂にある『降誕』の祭壇画とみて間違いない。飼い葉桶の代用として、斜めに配置された古代風の石棺と、右
端の 3人の写実的な羊飼いの姿が目を引く、ギルランダイオの著名な祭壇画である。167×167cm、板。FPF, p. 301. ギルラン
ダイオは 1480年代にサンタ・トリニタ教会のサセッティ礼拝堂のフレスコ装飾を受注し、数年がかりで完成させているが、
この祭壇画もその際に制作されたものであろう。
128　エリオットは「リッポ・リッピの名作」（a fine Lippo Lippi）としか言及していないが、これに該当する可能性が高いのは、































































レンツェのアカデミア（Accademia di Belle Arti）所蔵の作として上記の肖像を挙げている。P. Villari, La storia di Girolamo 









































































心の強さが窺えるエピソードである。M. Kemp and G. Pallanti, Mona Lisa: The People and the Painting (Oxford, 2017), p. 64お
よび p. 16の図を参照。
137　ミケランジェロの素描は以下の 4巻本として刊行されている。Corpus dei disegni di Michelangelo, 4 vols. (Novara, 1975-
80)。邦訳は『ミケランジェロ素描全集』（全 4巻、講談社、1978-81年）。
























低い。Cf. FPF, p. 293; P. Scarpellini, Perugino: l’opera complete (Milan, 1984), pp. 35 and 82-84.
